
　本市においても、荒川・新河岸川・柳瀬川の３本の川に
囲まれており、自然が豊かである一方、河川の氾濫など
の自然災害と幾度となく戦ってきた歴史があります。し
かし、国では時間雨量50㎜までの整備や対策を指針とし
ていることから、本市のみならず、全国的にも、これを
超えるような雨が長時間続くと、排水が追いつかず浸水
などの危険性が高くなります。
　このようなことからも、本市ではこれまで道路横断側
溝の整備をはじめ、河川監視カメラや各町内会への土の
うBOXの設置などの水害対策を進めてきたところであ
り、新たにはじまった「しき躍進計画35」でも、水害対策
を重要な取組の１つと位置づけ、今後も荒川水系の「羽
根倉橋右岸堤防」や「荒川第二・三調節池」、柳瀬川左岸の
「水谷調節池」の早期整備に向け、国や県に働きかけてい
きます。
　一方、今年の５月20日に災害対策基本法が改正され、
「避難勧告」が廃止となり、これまでの「避難勧告」のタイ
ミングで、対象地域の市民全員が必ず避難することを示
す「避難指示」を発令することになりました。
　本市では、市民自らが円滑に避難できるよう、「地区
別防災ガイドブック」の作成を進めており、現在、令和
元年東日本台風で「避難指示」が出された地域への配布が
完了しました。今後、浸水や越水の危険がある場合は、
空振りを恐れずに「避難指示」を発令していきますので、
皆さまにおかれましても、安全に避難できるよう、情報
を取りにいく姿勢を大切に、ご家庭での「マイ・タイムラ
イン（防災行動計画）」の作成やハザードマップの確認な
ど、日ごろから防災の備えをお願いします。

　まん延防止重点措置が講じられている中、皆さまには
感染防止にご協力をいただいておりますこと深く感謝申
し上げます。
　新型コロナウイルスワクチンの接種状況については、
国からのワクチン供給量の減少の影響により、大変残念
ではありますが、８月からの予約枠を３割程度減らす調
整をすることといたしました。しかしながら、この原稿
をしたためている７月15日時点で１回目の接種率が27.7
％と着実に接種を進めており、１日でも早く、希望する
市民の皆さまの接種が完了できるよう、引き続き環境整
備に努めていきます。
　長い梅雨も明け、いよいよ夏本番という陽気になって
きましたが、この時期に心配されるのが台風や集中豪雨
による水害です。7月に静岡県熱海市を襲った大雨によ
る大規模な土砂災害は、多くの尊い命が奪われ、未だ安
否の分からない方もいる甚大な被害をもたらしました。
被害に遭われた方のご冥福をお祈りするとともに、被災
された皆さまに心からお見舞い申し上げます。

以心伝心

以心伝心

志木市長

第 11回　東上線開通と志木駅

　東武東上線（開通当時の名称は東上鉄道）の第一期工事に
よって、池袋駅から田

たのも

面沢
ざわ

駅（現在の川越市駅付近）間が開
通したのは、今から107年前の大正３年（1914）５月１日
で、同時に志木駅が開業しました。
　当初の計画ルートは旧川越街道沿いに朝霞から新座、三
芳、大井を通り川越に至るものでしたが、これでは志木町
の衰退は必至であるとの危機感を強く持った町内有志の
方々は、鉄道誘致の大運動を起こし、関係各方面へ積極的
に働きかけ、その懸命な努力が実を結び、ルートが朝霞か
ら志木、鶴瀬、上福岡を通るものに変更されるに至りました。
　志木駅設置にあたっては、約2,000坪の用地を町内有志
の方々が進んで寄附したとのことです。当時の駅舎や改札
口は現在の東口交番のあたりにありました。
　開業当時のホームは１か所で、改札口からホームに行く
には線路を横断していましたが、輸送の拡大に伴う軌道数
の増加及び車両の増結などにより跨
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が設置され（下写
真）、さらに、昭和45年３月には新跨線橋が完成し橋上駅
舎となりました。
　それまで東口（北口）、南口の２か所に分かれていた改札
口が橋上の１か所にまとまり、跨線橋部分は一般の人も自
由に通行できるようになりました。

▶
昭
和
40
年
頃
の

跨
線
橋

▶
昭
和
45
年
ま
で
の
志
木

駅
舎
の
様
子

Shiki City2021.8 31

注
目
情
報

募
集

イ
ベ
ン
ト

講
座

健
康

く
ら
し

相
談

医
療

連
載

水害に強いまちになるために


